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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、アーネスト・ヘミングウェイの文学と、1930 年代におけるメディアの政治学／

プロパガンダとの関係を考察した。ヘミングウェイの周縁的な作品、例えば戦争ジャーナルや

左派系ドキュメンタリー映画、特にヨリス・イヴェンスと共同制作を行ったドキュメンタリー

映画『スペインの大地』（1937 年）に焦点を当て、そこに見出される政治的・文化的な意味を

見つめ、ニューディールのメディア・プロパガンダとヘミングウェイ文学、或いは彼の政治的

転向との関係を探った。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This research is intended as an investigation of the relationship between Ernest 
Hemingway’s literature and the media politics/propaganda in 1930s.  It focuses 
attention on the historical-cultural context of Hemingway’s minor/marginal works such 
as journals and left-wing documentary films, and also attempts to illustrate the process 
of making the film, The Spanish Earth (1937) to explore New Deal “media” propaganda 
in 1930s and Hemingway’s political conversion.  
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１．研究開始当初の背景 

アーネスト・ヘミングウェイは、アメリカ

と民主主義を代表／表象する文化的アイコン

でありながら、極めて複雑な「政治的」立場

を取る作家でもある。第二回全米作家会議に

おける演説「作家と戦争」に象徴されるよう

に、スペイン内乱に参加後の1937年以来、彼

は左翼的思想へと歩み寄っているからである。

37年の『持つと持たぬと』、38年以降に発表

されるスペイン内乱を主題とした短編群、そ



してキューバにおける「国民文学」『老人と

海』に至るまで、彼の文学と左翼思想との関

わりを示す作品は多い。54年にノーベル文学

賞を受賞した「アメリカの国民作家」が、キ

ューバでも国民作家であるという事実からも、

その複雑な立場を見ることができる。 

 だが、ヘミングウェイと政治との関わりに

ついては、数多の作品論（小説論）に比して、

十分な議論がなされているとは言い難い。民

主主義やファシズムというイデオロギーから

ヘミングウェイ文学を読み解く批評が主流で

あり、彼の政治的「転向」、いわば全米作家

会議以前のスペイン体験に関しては、批評の

空白地帯に近いのである。共産主義者の映画

監督ヨリス・イヴェンスとヘミングウェイが、

37年に共同製作したドキュメンタリー映画

『スペインの大地』や、この映画製作と並行

して書かれた「北米新聞連盟（NANA）通信」

の研究などは好例だろう。小説以外のメディ

アとヘミングウェイとの関わりは、「文学研

究」では見落とされているのである。「ドキ

ュメンタリー映画と戦場ジャーナルからスペ

インを見る」というヘミングウェイの視座は、

30年代の左派系ドキュメンタリー映画の流行、

そしてその背後にあるニューディール期のメ

ディア政策とも無縁ではない。彼の政治的変

貌は、同時代の「メディア」と密接な関わり

がある。だが、文学研究における「メディア

的視座」は軽視されている。 

 以上の背景により、本研究を通じて、この

テーマをさらに深化させたいと考えて申請し

た。 

 
２．研究の目的 

本研究では、20世紀アメリカを代表する作

家アーネスト・ヘミングウェイの文学と、1930

年代の視覚メディアの「政治性」、つまりメ

ディア・プロパガンダとの関係に焦点を当て

る。スペイン内乱とメディア（ドキュメンタ

リー映画／戦場ジャーナル）との関わりから、

ヘミングウェイの政治的変貌の痕跡を辿り、

同時代の「文学とメディアをめぐる状況」を

再解釈することを目的とする。パブロ・ピカ

ソの反戦絵画『ゲルニカ』と同年に制作され、

「映画のゲルニカ」と呼ばれる反ファシズ

ム・左派系ドキュメンタリー映画『スペイン

の大地』(1937年)の制作をめぐるヘミングウ

ェイとヨリス・イヴェンスとの関係を軸に、

ニューディール期のメディア・プロパガンダ、

左派系ドキュメンタリー映画、そしてヘミン

グウェイ文学の交点を探り、複数の「メディ

ア」から浮かび上がるヘミングウェイ文学と

その政治性に関する新たな解釈を試みる。 

 
３． 研究の方法 

 本研究は、メディアとヘミングウェイ文学

の交点を、ジャーナルやドキュメンタリー映

画を通じて行う独自のものである。ヘミング

ウェイ文学の「周縁的」な要素から、その本

質を逆照射することに特徴がある。この課題

に取り組むために、方法論的に以下の三つの

分析視点を掲げる。 

 

（１）スペイン内乱期におけるヘミングウェイ

の書簡、特に「ヘミングウェイ－イヴェンス」

書簡の調査を行う。左派系映画監督イヴェンス

は、スペイン内乱の案内人であり、ヘミングウ

ェイの政治参加の契機となった人物である。二

人の交流の痕跡を書簡に探る試みである。この

書簡は、アメリカ・ボストンにあるケネディ図

書館の「ヘミングウェイ・コレクション」にし

か所属されておらず、所定の手続きを経た研究

者にしか閲覧が許されていない（コピーは厳禁

で、持参のパソコンにデータを打ち込むしか

方法がない。版権の問題から論文への引用も

制限）。闇に埋もれ続けているこの往復書簡

を考察し、ヘミングウェイの政治に対する視

座の変化を見る。 



 

（２）（１）の往復書簡や北米新聞連盟通信

の調査を踏まえ、左派系ドキュメンタリー映

画とヘミングウェイ文学との関係を考察する。

「非政治的」とされた作家が、如何にして政

治的な作家へと変貌を遂げ、それを文学へと

昇華させたのかという軌跡を辿る。加えて、

映画史の視点から、30年代の左派系ドキュメ

ンタリー映画との関係とその意義も考察する。

ニューディールの政策に顕著だが、右寄りの

この国策が限りなく共産主義的であることを

暴くうえでも、イヴェンスらのドキュメンタ

リーは重要である。 

 

（３）ニューディール時代の農業安定局（FSA）

が行った写真プロパガンダとヘミングウェイ

文学との関係を探る。農業安定局は、プロの写

真家を雇い、アメリカ国内の貧困農民層を、威

厳ある個人、あるいは困難に立ち向かう強き人

間として写真に捉えていた。ウォーカー・エヴ

ァンスやドロシア・ラング、ベン・シャーンな

どの写真家が撮った農村風景は、イヴェンス／

ヘミングウェイの『スペインの大地』で描かれ

る風景に限りなく近い。政府系機関のメディア

戦略と左派系の芸術作品の接近を考察するこ

とは、その一翼を担うヘミングウェイ文学に限

らず、ニューディールの新たな側面を映すこと

にもなる。 

 

４． 研究成果 

本研究は、アーネスト・ヘミングウェイの文

学と彼の生きた1930年代を軸に、モダニズム／

ファシズムのメディア政治学に関する考察を

行った。 

ヘミングウェイ文学に関しての成果は、『メ

ディアと文学が表象するアメリカ』（英宝社、

2009年）に寄稿した論文「エレファント・イン・

ザ・ズー―ヘミングウェイとターザンの「アフ

リカ」―」があげられる。1930年代におけるヘ

ミングウェイ研究では、「アフリカ・サファリ」

と「スペイン内乱」の考察が不可欠である。こ

の論文は、「アフリカ」をめぐる作家の想像力

のあり方と、同時代のメディア・イメージとの

交点を探るものであり、アメリカの欲望が投影

された「アフリカ」の意味を、同時代のナショ

ナル・アイコン、ヘミングウェイとターザンと

いうメディアの寵児を通じて分析した。また、

米国ボストンのケネディ図書館（ヘミングウェ

イ・ルーム）における一次資料のリサーチを通

じて、スペイン内乱から第二次世界大戦にかけ

ての書簡やジャーナル、マニュスクリプト等、

書籍出版されていない資料を精査した。この成

果の一部は、2010年10月に開催された文学環境

学会の韓日合同シンポジウムで、ヘミングウェ

イ文学における身体と狩りの政治学について、

1930年代から50年代への変化とポストコロニ

アルな状況との関わりから論じた。同年12月に

は、ヘミングウェイ協会全国大会シンポジウム

「ヘミングウェイと映画」で、司会兼講師を務

めた。ここでは、ヘミングウェイと彼の同時代

のメディア的状況との関わりを「視覚」と「フ

レーム」をキーワードに論じた。 

「スペイン内乱」に関しては、ヘミングウェ

イが書いたジャーナル「北米新聞連盟」の記事

の分析を中心に、戦争表象から見えてくる政治

性を考察した。この記事は、ドキュメンタリー

映画『スペインの大地』と同時進行で書かれて

いる。これにより、「イヴェンス書簡」を分析

する上で不可欠である記事の整理を終了した。

この成果は、2011年10月のアメリカ文学会全国

大会で発表が決まっている。 

「メディア研究」に関しては、第二次大戦期

の映画／映像における戦争表象とその政治性

／プロパガンダを考察した。特に、映画の「戦

争表象」に関しては、拙著『シネマとジェンダ

ー アメリカ映画の性と戦争』（臨川書店、2010



年）の第2章で詳しく論じている。ここでは、

映画が「弾丸」として、映画人が「軍人」とし

て戦時協力を余儀なくされた時代、映画が如何

なる意味を有し、戦時協力とは何であったのか

を考察した。当然のことながら、この時代はヘ

ミングウェイの生きた時代であり、彼の文学と

無縁ではない。また、『映画とネイション』（ミ

ネルヴァ書房、2010年）に寄稿した論文「ナシ

ョナル／ファミリー・ポートレイト―『パリ、

テキサス』とロード・ムーヴィーの政治学―」

も成果の一部である。本稿は、アメリカン・ド

リームの政治学に関する考察であり、ナショナ

ル／ファミリー・イメージが如何にアメリカの

欲望を映し出すかに焦点を当てた。 

このように、ヘミングウェイ文学と表象文化

研究、或いは映像文化論の視座から、ジャンル

横断的な考察を行い、ヘミングウェイとメディ

アの政治学を論じた。 
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